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■バーストレス（蓄圧式） ・ 加圧式　比較表■

バーストレス（蓄圧式） 加圧式

窒素蓄圧式は、容
器内部にあらかじ
め窒素ガスを蓄圧
しておき、レバー
操作によりバルブ
を開き、消火薬剤
を放出します。

二酸化炭素加
圧式は、内部に
炭酸ガスボンベ
を内蔵し、レ
バーを操作する
ことによりボン
ベを破封し、そ
の圧力により、
消火薬剤を放
出します。

炭酸ガス

ボンベ無し
炭酸ガス

ボンベを内蔵

構　　　造

日常点検

安　　　全　

環　　　境

放　出　時

放出状態

ストップ機能

レバー操作

加圧直後が最高圧力

力を要す（８０Ｎ・８．０㎏）

常時、窒素ガス蓄圧０．９８MPａ

圧力ゲージにて状況が把握可能

窒素ガスを蓄圧

０．９８ＭＰａ　以下の圧力

小さな力で操作（２５Ｎ・２．５㎏）

なし（３．５kg以上あり）

放出時、炭酸ガスボンベにて加圧

外観での判断（わかりにくい）

あり

均一放出

容器腐食の場合、自然に圧力減少 容器腐食の場合、瞬間圧により破裂

加圧用にＣＯ2ガスを使用

瞬間的に１．２ＭＰａまで加圧

◎ ○
誰でも扱いやすい 子供やお年寄りには

扱いにくい

※ 小学１年生（６歳）の平均握力が「９２Ｎ」→ 加圧式消火器のレバーを握るためには、大変な力を要します。 （文部科学省資料抜粋）
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